全日本学生空手道連盟段位規定

総則．全日本学生空手道連盟は次の通り段位規定を定める。

第1条 学空連段位の付与

　学空連段位は、加盟大学空手道部部員及びその卒業生であって、本連盟の目的を理解　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し、その活動に積極的に参加する者を対象に付与する。

　ただし、加盟大学の教職にあり、本連盟に貢献ある者を対象とすることがある。

第２条　学空連段位の性格

　学空連は、加盟大学や同ＯＢ会等の協力のもと、主に現役部員と卒業生等によって支えられるが、これら卒業生の多くは奉仕的活動をもって本連盟に貢献すると言える。

　したがって、学空連高段位は、本連盟に対する貢献度を基本とし、段位にふさわしい技量と人格・識見・指導力等（以下人格等という）を求めるものである。

第３条　段位受審の推薦制度

　学空連高段位の取得には、本連盟への貢献度と技量及び人格等を求めるが、貢献度や人格等は自らが計ることはできない。

　したがって、4段以上の受審に際しては、本連盟の定める機関において受審者本人の貢献度と人格等を諮り、これによる推薦制を探るものとする。

　なお、この推薦を得なければ、実技審査を受審することができない。

第4条 受審者の推薦手順

1． 参段以下受審…不要

2． ４・５段受審…所属地区学空連の定める機関（地区受審者推薦委員会）が、当該者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　の同地区学空連における貢献度と人格等を諮り推薦する。

　ハ．６～８段受審…所属地区学空連から学空連へ受審候補者として、申請された後、学　　　　　　

　　　　　　　　　　空連の定める機関（受審者推薦委員会）が、当該者の学空連におけ

　　　　　　　　　　る貢献度と人格等を諮り推薦する。

第5条 受審資格と推薦基準（年齢と現有段位取得後の期間および貢献度）

	受信段位
	年齢と期間
	貢　　　献　　　度

	８段


	６０歳以上

７段取得後

６年以上
	学空連に３０年以上の実績を有し、全国理事・正副部会長、

地区正副部会長・事務局長・部会長等の経験者。このほか、

審判員においては外国遠征・指導等の経験者、監督において

は全国的に優秀な成績（全国大会優勝等）を収めた者。

	７段


	５０歳以上

６段取得後

５年以上
	学空連に２１年以上の実績を有し、８段に定める経験者の

ほか地区理事・審判員・事務局長及び監督の経験者。



	６段


	４１歳以上

５段取得後

４年以上
	学空連に１４年以上の実績を有し、以下７段に同じ。



	５段


	３３歳以上

４段取得後

３年以上
	学空連に８年以上の実績を有する加盟大学の卒業生等。



	４段


	２７歳以上

３段取得後

２年以上
	学空連に３年以上の実績を有する、以下５段に同じ。



	３段以下
	制限なし
	加盟大学の部員及びその卒業生等。


